
がん患者さんが
食べられなくなったとき

令和7年度

鳥取県立中央病院 緩和ケア病棟 研修会

～終末期の輸液の考え方と私たちにできること～

日 時：2025年 10月30日（木）
18時00分～19時00分（受付開始17時30分～）

場 所：鳥取県立中央病院 多目的ホール

対象者：医療従事者

内 容： 『 終末期がん患者の輸液療法について 』
講師 緩和ケア内科 浦川医師

『 私たちにできること・工夫していること 』
緩和ケア病棟スタッフ

鳥取県立中央病院 緩和ケア病棟

がん患者さんが食べられなくなったとき

あなたならどう関わりますか

最期まで‘その人らしく’過ごすため

医療者として何ができるのか一緒に考えてみませんか

みなさまのご参加お待ちしています

申 込：事前申込とさせていただきますが、当日参加も可能です

QRコードをスキャンするとメール作成画面を開けます


